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ままええががきき

この規格は，日本品質管理学会規格管理規程に基づき，審議委員会の審議を経て，日本品質管理学会

が制定した日本品質管理学会規格である．

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である．

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願

に抵触する可能性があることに注意を喚起する．日本品質管理学会は，このような特許権，出願公開後

の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない．
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JJSSQQCC--SSttdd  3322--000011:2025  

日日常常管管理理のの指指針針  

Guidelines for Daily Management 

序序文文  

 どのような組織であっても，およそ事業を営んでいる限りはその業務の管理がなされている．企画・

設計部門においても，顧客・社会のニーズを把握するためには，従来の経験や新たな知見をもとにその

把握方法について計画し，実行している．また，その結果として従来なかったような魅力的な製品・サー

ビスを企画・設計したとしても，その通りに生産・提供できなければ，競合他社との競争を勝ち抜くこ

とは難しい．品質管理の世界では「品質は工程で造り込む」ということがよく言われるが，これは，ね

らい通りの製品・サービスを経済的に生み出すためには，できあがったものを検査・確認するより，プ

ロセスを定め，それに従って仕事を行うのがよいことをわかりやすく表したものである． 

 しかし，多くの人が働く組織においては，プロセスを定めたつもりでも，重要な部分が曖昧になって

いたり，プロセスを定めてもそれに従って仕事が行われなかったりする場合が多い．このような状況に

なると，折角定めたプロセスが期待通りの効果を発揮できない．こうした問題に対応するために考えら

れた方法が「日常管理」である．日常管理は，組織を運営する上での根幹であり，この良否によって利

益が大きく左右される．日常管理の徹底をはかることは, 品質不正の防止にも効果がある.したがって，

全ての部門や階層でその徹底・強化をはかる必要がある． 

本規格は，日常管理の基本的な考え方，日常管理の進め方に関する指針，日常管理を組織的に推進す

る場合の指針をまとめたものである．４章で日常管理の基本について説明した後，５章で日常管理の進

め方についての推奨事項を述べる．日常管理は，第一線の従業員や管理者だけが行えばよいものではな

い．上位の管理者や日常管理の推進に責任を持つ人が適切にかかわることが必要である．６章では日常

管理におけるトップマネジメントを含めた上位管理者の役割について述べる．また，日常管理は同じこ

とを繰り返す業務（例えば，製造）だけでなく，毎回対象や状況が異なる業務（例えば，設計・開発，

営業，サービス，管理・間接）にも適用できる．７章では，５章の推奨事項を踏まえた上で，様々な種

類の業務において特に注意すべき点を解説する．さらに，最後の８章では，組織全体における日常管理

の推進について解説する． 

11.. 適適用用範範囲囲

この規格は，ＴＱＭの主要な活動の一つである日常管理に関して，(一社)日本品質管理学会が推奨する

事項を規定するものであり，あらゆる業種・規模の組織のあらゆる業務に適用できる． 

22.. 引引用用規規格格

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する．この引

用規格は，記載の年の版だけがこの規格を構成するものであって，その後の改正版・追補には適用しな

い． 

JJSSQQCC--SSttdd  0000--000011::22002233    品品質質管管理理用用語語  
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33.. 用用語語とと定定義義  

この規格には，JSQC-Std 00-001:2023 に規定されている用語及び定義，並びに以下の用語及び定義

を適用する．なお，以下の用語及び定義には，他の規格より引用・再掲したものを含む． 
 
33..11    日日常常管管理理  

組織のそれぞれの部門において，日常的に実施されなければならない分掌業務について，その業務目的

を効果的・効率的に達成するために必要な維持向上の活動． 

注記 1 日常管理は，各部門が日常行っている分掌業務そのものではなく，業務の実施を通して行って

いる業務に関する新たな知見を獲得し，それをもとに，業務を行う方法をより効果的で効率的

なもの（目的をより確実により少ない資源で達成できるもの）にするための活動である． 

注記 2 維持向上の活動とは，目標を現状又はその延長線上に設定し，目標からずれないように，ずれ

た場合にはすぐに元に戻せるように，さらには現状よりも良い結果が得られるようにするため

の活動を指す． 

（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 
 
33..22  標標準準  

(1) 関係する組織又は人の間で利益又は利便が公正に得られるように統一・単純化をはかる目的で定め

た取り決め． 
注記 1 対象としては，物体，性能，能力，配置，状態，動作，手順，方法，手続き，責任，義務，

権限，考え方，概念などがある． 
注記 2  標準を文書化したものを標準書という． 
注記 3 一般に，標準のうち，製品・サービス，プロセス又はシステムに直接・間接に関する技術的

事項について定めた取り決めを規格という．また，主として組織や業務の内容・手順・手続

き・方法に関する事項について定めた取り決めを規定という． 
(2) 測定に普遍性を与えるために定めた基準として用いる量の大きさを表す方法又はもの．  

注記  例えば，質量の単位の基準となるキログラム原器，温度目盛の基準となる国際実用温度目

盛を実現するための温度定点と標準白金抵抗温度計，濃度の基準となる標準物質，硬さ目

盛の基準となる標準硬さ試験機と標準圧子，色の官能検査に用いる色見本など． 

（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 
 

33..33  管管理理項項目目  

目標の達成状況を監視し，必要な処置をとるために選定した評価尺度．  

（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 
注記  日常管理においては，目標を現状又はその延長線上に設定することで，異常を検出するために用

いられる． 

 
33..44  点点検検項項目目  

工程異常の発生を防ぐ，又は工程異常が発生した場合に容易に原因が追究できるようにするために，

－4－
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プロセスの結果に与える影響が大きく，直接制御が可能な原因系の中から，定常的に監視する特性・状

態として選定した項目． 
                                                             （JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 

 
33..55  管管理理水水準準  

安定した又は計画どおりの，プロセスの状態を表す値又は範囲． 
注記 1  管理水準と実際の値を比較することでプロセスが安定した，又は計画どおりの状態にあるか

どうかを判定できる． 
注記 2 平均，平均±3×標準偏差などで表すことができる． 

（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 
 

33..66  工工程程異異常常／／異異常常  

プロセスが管理状態にないこと． 
注記 管理状態とは，技術的・経済的に好ましい水準における安定状態をいう． 

（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 
  

33..77  不不適適合合  

製品・サービス，プロセス又はシステムが，規定要求事項を満たしていないこと． 
（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 

 
33..88  応応急急対対策策//応応急急処処置置  

原因が不明，あるいは，原因は明らかだが何らかの制約で直接対策がとれない不適合，工程異常，又

はその他の望ましくない事象に対して，これらに伴う損失をこれ以上大きくしないためにとる活動． 
（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 

 
33..99  再再発発防防止止//是是正正処処置置  

検出された不適合，工程異常，又はその他の検出された望ましくない事象について，その原因を除去

し，同じ製品・サービス，プロセス，システムなどにおいて，同じ原因で再び発生させないように対策

をとる活動． 
注記 “同じ”の定義は，組織・業種によって異なる． 

（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 
 

33..1100  ププロロセセスス  

インプットをアウトプットに変換する，相互に関連する又は相互に作用する一連の活動． 
注記 インプット及びアウトプットには，ハードウェア，ソフトウェア，サービス，情報，エネルギ

ーなどが含まれる． 
（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 
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33..1111  ププロロセセススフフロローー  

一つのプロセスのアウトプットが次のプロセスのインプットになる関係を構築することで，複数のプ

ロセスが，ねらいとする価値を提供するようにしたもの． 
注記 一つのプロセスのアウトプットが複数のプロセスのインプットになる場合もあれば，複数のプ 

ロセスのアウトプットが一つのプロセスのインプットとなる場合もある． 
（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 

 
33..1122  ププロロセセスス保保証証  

プロセスのアウトプットが要求される基準を満たすことを確実にする一連の活動． 

注記 プロセス保証は，品質のプロセスでの作りこみを意図しており，これを具現化するべく，決め

られた手順・やり方通りに行えば，プロセスの最終アウトプットが目的・基準通りになるため 
の一連の活動からなる． 

（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 
 
33..1133  シシスステテムム  

ある特定の目的のために，相互に関連する又は相互に作用する個々の要素及び／又はプロセスがつな

がったもの． 
（JSQC-Std 00-001:2023 と同じ） 

  

44.. 日日常常管管理理のの基基本本  

 日常管理を学ぶためには，まず，日常管理が総合的品質管理の中でどのような役割・位置づけを果た

すのかを理解する必要がある．また，その原点となった管理図の考え方を知ることが大切である．その

上で，日常管理を進める基本ステップであるＳＤＣＡサイクルと，その中で特に重要な要素となる標準

化と標準，管理項目と管理水準を理解しておくのがよい． 

  

44..11  ＴＴＱＱＭＭににおおけけるる日日常常管管理理のの役役割割・・位位置置づづけけ  

ＴＱＭ（Total Quality Management:総合的品質管理）における日常管理の位置づけを理解するために

は，広い視点に立って，ＴＱＭとは何か，ＴＱＭにおいて中核となる活動は何か，それらの活動を促進す

るためにどのようなことに組織的に取り組むのがよいのか，それら一連の取り組みの中で日常管理の果

たす役割は何か考える必要がある． 

ＴＱＭとは， 

- 顧客及び社会のニーズを満たす製品・サービスの提供と，働く人々の満足を通した組織の長期的な成

功を目的とし， 

- プロセス及びシステムの維持向上，改善及び革新を， 

- 全部門・全階層の参加を得て行うことで， 

経営環境の変化に適した効果的かつ効率的な組織運営を実現する活動である． 

ＴＱＭの中で中核となる活動は，プロセス及びシステムの維持向上，改善及び革新である（図図１１）． 

- 維維持持向向上上（狭い意味の管理）：目標を現状又はその延長線上に設定し，目標からずれないように，ず
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れた場合には直ぐに元に戻せるように，さらには現

状よりも良い結果が得られるようにする活動であ

る． 

- 改改善善：目標を現状より高い水準に設定して，問題又は

課題を特定し，問題解決又は課題達成を繰り返す活

動である． 

- 革革新新：改善と維持向上が組織の内部におけるプロセ

ス及びシステムの運用・学習を通したノウハウの向

上に基づいているのに対し，組織の外部や組織内の

他部門で生み出された新たなノウハウの導入・活用

などによるプロセス及びシステムの不連続な変更で

ある． 

維持向上，改善及び革新はバランスよく行うことが大

切である．維持向上だけを行ってもプロセスやシステム

が持つ潜在能力を引き出すことができない．また，マンネリ化が進み，プロセスやシステムに対する関心

が薄れ，次第にレベルが下がってくる．他方，改善・革新だけを行っても成果を継続できない．また，そ

のことによって改善・革新への意欲が薄れ，良い成果が得られなくなる．改善・革新を通して得られた職

務に関するノウハウが維持向上のインプットとなり，活用されること，逆に，維持向上では解決が難しい

課題・問題が改善・革新へのインプットとなることが大切である． 

全部門・全階層の参加を得て維持向上，改善及び革新を絶え間なく実践するためには，また，これらを

顧客及び社会のニーズを満たす製品・サービスの提供と，働く人々の満足につなげるためには，品質保

証，方針管理，日常管理，小集団活動，品質管理教育に組織的に取り組むことが必要である（図図２２）． 

- 品品質質保保証証：顧客・社会のニーズを満たすことを確実にし，確認し，実証するために，組織が行う体系

的活動．検査，クレーム処理，外部監査の対応などと誤解されている場合があるが，より広い意味を

持つ．ねらいとする製品・サービスを効果的・効率的に生み出せるプロセスを確立し，顧客に安心し

て製品を買ってもらう，サービスを利用してもらうための「プロセス保証」，顧客のニーズに合った

新製品・新サービスの開発を効果的・効率的に行うための「新製品・新サービス開発管理」が含まれ

る．品質保証が適切に行われるためには，その

ベースとして，維持向上，改善及び革新が活発

に行われることが必要である． 

- 日日常常管管理理：組織のそれぞれの部門において，日

常的に実施されなければならない分掌業務に

ついて，その業務目的を効果的・効率的に達成

するために必要な維持向上の活動．維持向上

を実践するためには，業務とそれを行うプロ

セス，業務のできばえに影響する要因とそれ

らを一定に保つ方法を明確にし，確実に行う

ことができるようにする必要がある．また，で

図図１１  維維持持向向上上，，改改善善及及びび革革新新  

図図２２  ＴＴＱＱＭＭににおおけけるる日日常常管管理理のの役役割割・・位位置置づづけけ  

－7－
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きばえを測定する方法を考え，通常と異なる結果が得られた場合には，確実な原因追究と対策を実施

することが必要である． 

-  方方針針管管理理：：方針を全部門・全階層の参画のもとで，ベク

トルを合わせて重点指向で達成していく活動．組織の目

標を達成する上で，維持向上だけでは足りない部分につ

いて，改善・革新を実践するためには，顧客のニーズや

経営環境の変化に対応するための戦略・目標を立て，そ

の達成に向けて重点課題・目標・方策を展開し，計画・

実施・チェック・処置のサイクルを継続的に回す必要が

ある（図図３３）． 

- 小小集集団団活活動動（（小小集集団団改改善善活活動動））：方針管理・日常管理を通

じて明らかとなった様々な課題・問題について，コミュ

ニケーションがはかりやすい少人数によるチームを構

成した上で，特定の課題・問題についてスピードのある

取り組みを行い，その中で各人の能力向上と自己実現，

信頼関係の醸成をはかるための活動．部門横断や部門ご

とのプロジェクト活動，第一線の従業員によるＱＣサークル活動などが含まれる． 

- 品品質質管管理理教教育育：維持向上・改善・革新が活発に行われるには，その前提として，組織の構成員全員が

同じ価値観・意識を持つとともに，維持向上・改善・革新を行うための知識や技能を身につけること

が必要である．階層別分野別教育体系を確立すること，実践教育の場を設けること，必要な能力の目

標を設定し，計画的な育成をはかることなどが大切である． 

  

44..22  日日常常管管理理のの概概念念 

日常管理の概念は，シューハートによる管理図から発展した（図図４４）．まず，プロセスのできばえを評

価するための特性を決める．次に，当該の特性の統計的な分布を調べ，その結果に基づいて計算した中心

線と管理限界線を引いたグラフを用意する．その上で，適当な頻度でデータをとり，点をプロットしてい

く．プロットした点が管理限界線の中に入っており，点の並び方に癖がない場合には，特に追究すべき原

因はないと考え，そのまま業務を続ける．他方，点が管理限界線の外に飛び出したり，点の並び方に癖が

見られたりした場合には，見逃せない原因が発生していると考え，応急処置をとるとともに原因を追究し

て再発防止の処置をとる．このようなことを繰り返す

ことで安定したプロセスを実現するための方法が管理

図である．このような管理図の考え方は，厳密には特定

の統計的な分布に従わないような特性にも応用される

ようになり，広く様々な業務に適用可能なものとなっ

た． 

他方，管理図が有効に機能するためには，プロセスの

できばえを評価するための特性が一定の分布に従うこ

とが重要となる．このため，取り決め（標準）を定め，

図図３３  日日常常管管理理とと方方針針管管理理  

図図４４  管管理理図図のの概概念念  
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